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研究成果の概要（和文）：本研究は、同種であるが異なる生活史をもつ通し回遊魚を対象に、回遊様式の違いに伴う環
境化学物質の蓄積特性を解明することを目的とした。野外より様々な回遊魚を採取し、耳石の微量元素解析と、環境化
学物質の濃度測定を行った。その結果、同種であるにも関わらず、海に滞在する期間が長い個体ほど環境化学物質のリ
スクが高まることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The objective of the present study was to examine differences in the accumulation 
patterns of anthropogenic chemical compounds in the diadromous fishes collected in sea, brackish and fresh
 waters in Japan, comparing accumulations of anthropogenic chemicals with their life histories. The result
s suggest that the individuals which have spend in the sea for a long time have higher ecological risk of 
exposure of anthropogenic chemicals than the individuals which had inhibited in the freshwater for a long-
term during their life histories, although they are intraspecies.
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１．研究開始当初の背景 
 近年、様々な環境化学物質による水域生態
系の攪乱が地球規模で問題となっており、環
境保全研究の推進は急務な課題である。特に、
水生生物の体内への環境化学物質の蓄積特
性については、生物の生活史や棲息域等の生
態学的特性を考慮することが極めて重要で
あるが、系統的な研究はこれまで皆無であっ
た。 
 一方、水生生物の中でも特に魚類の生活史
については、頭部にある耳石とよばれる硬組
織中の微量元素の分析によって、一生の回遊
履歴を追跡可能である。また、環境化学物質
の分析方法も既に確立している。 
 そこで、これまでに確立した魚類の回遊履
歴の解析と環境化学物質の分析の両手法を
組み合わせれば、生態を考慮した環境化学物
質の蓄積特性の解明が可能である。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、同種であるが異なる生活史を
もつ海と川を行き来する通し回遊魚に着目
し、魚類の耳石分析による生態情報と、魚類
体内の環境化学物質分析による汚染情報を
組み合わせることにより、魚類の回遊履歴に
伴う環境化学物質の蓄積特性を把握し、環境
化学物質の水域生態系攪乱機構を網羅的に
解明することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 日本の沿岸海域、河口域、川の各地点にお
いて、各種の通し回遊魚を採集し、耳石解析
と環境化学物質の分析を行った。 
 
（１）採集した魚類の頭部より耳石を採取し、
波長分散型Ｘ線マイクロアナライザー
（EPMA）を用いて耳石微量元素濃度分析に
よる回遊履歴の推定を行うことにより、各個
体を各回遊様式に分類した。 
 
（２）各個体の体内における環境化学物質濃
度をガスクロマトグラフ質量分析装置
（GC/MS）により測定した。 
 
 以上の魚類の耳石を用いた回遊履歴の解
析と、環境化学物質の分析の両手法を組み合
わせることにより、魚類の回遊履歴に伴う環
境化学物質の蓄積特性を解明した。 
 
 
４．研究成果 
 日本沿岸域に棲息する様々な通し回遊魚
に着目し、その回遊履歴に伴う環境化学物質
の蓄積特性について、これまでに確立した回
遊履歴の解析と環境化学物質の分析より検
討した。 
 以下に、本研究における主な成果を記載す
る。 

 
（１）ウナギ Anguilla japonica における蓄
積特性 
 ３つの回遊様式をもつウナギ Anguilla 
japonicaに着目し、その回遊履歴に伴う有機
スズ化合物の蓄積特性について明らかにし
た。 
 日本沿岸の海、河口、川よりウナギを採集
し、耳石の微量元素（ストロンチウム、カル
シウム）の分析により、各個体を３つの回遊
様式（海型、河口型、川型）に分類した。同
時に各個体の有機スズ化合物濃度の測定を
行った。 
 その結果、海ウナギは、川ウナギと比較し
て顕著に有機スズ化合物の濃度が高いこと
が示された。また河口ウナギの有機スズ化合
物の濃度は、海ウナギと川ウナギの中間であ
った。 
 よってウナギ属魚類では、海に滞在する期
間が長い個体ほど有機スズ化合物のリスク
が高まることが明らかになった。 
 
（２）ブラウントラウト Salmo truttaにおけ
る蓄積特性 
 ２つの回遊様式（降海型及び淡水型）をも
つサケ科魚類のブラウントラウト Salmo 
truttaに着目し、その回遊履歴に伴う有機ス
ズ化合物の蓄積特性を解明した。 
 日本沿岸域の海及び川よりブラウントラ
ウトを採集し、耳石の微量元素（ストロンチ
ウム、カルシウム）の分析により、２つの回
遊様式（降海型及び淡水型）に分類した。同
時に、各個体の諸器官中の有機スズ化合物濃
度を測定した。 
 その結果、降海型の個体は、淡水型の個体
と比べて有機スズ化合物の濃度が有意に高
値を示した。 
 従って、サケ科魚類のブラウントラウトで
は、ウナギ属魚類と同様に、同種であっても、
有機スズ化合物のリスクが異なることが明
らかになった。 
 
（３）アメマス Salvelinus leucomaenisiに
おける蓄積特性 
 降海型及び淡水型の２つの回遊様式をも
つサケ科魚類に属するアメマス Salvelinus 
leucomaenisiに着目し、生活史と有機スズ化
合物の蓄積特性の関係について明らかにし
た。 
 日本沿岸域の海及び川よりアメマスを採
集し、耳石の微量元素（ストロンチウム及び
カルシウム）の分析により、２つの回遊様式
（降海型及び淡水型）に分類した。同時に、
各個体の諸器官中の有機スズ化合物の濃度
を測定した。 
 その結果、降海型個体は、淡水型個体と比
較して有機スズ化合物の濃度が顕著に高い
値を示した。 
 よって、ブラウントラウトと同様、サケ科
魚類に属するアメマスでは、海に長期間滞在



する生活史をもつ個体ほど有機スズのリス
クが高まることが明らかになった。 
 
 以上より、ウナギ属魚類やサケ科魚類など、
同種であるにも関わらず、海と川を行き来す
る生活史をもつ通し回遊魚では、海に滞在す
る期間が長い個体ほど環境化学物質のリス
クが高まることが明らかになった。 
 よって、たとえ同種であっても、回遊様式
の違いによって環境化学物質に対するリス
クが異なることが示唆された。 
 
 本研究より、水生生物の体内への環境化学
物質の蓄積特性について検討する際、生物の
生活史や棲息域等の生態学的特性を考慮す
ることが極めて重要であることが明らかに
なった。 
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